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コミュニケーションサービス株式会社
平成23年4月2１日

Ver2.4
前書き

筆者が某通信事業者に派遣されていた3年余りの間、日々、増加するエクセルで作成された資料の中から特定の行を抽出又はシートの合成など必要に迫られ、マクロを組んで対応していた。。
　同じFormatの資料が1,800Fileほどあって、その時点では、専用のマクロを組んで対応していた。

　昨年、仕事にも区切りがついたことと体調不良もあって、派遣をやめて、約1年間、療養に専念してきたが、ようやく今年の9月末までに治療が終了する見込みとなった。治療の間は非常に暇なので、汎用的なマクロを作成してVersion1でデータの拾いだしを対応できるようにしたが、データを合成した際に元のFile名、シート名が分からなくなるために読み込んだデータの前2列にFile名、シート名を記載するようにした。
　元のシートがIU列、IV列にデータが存在する場合には、読み込んだデータから最後の2列が削除されて、一覧表にまとめられます。
昨年末にVer2.0を発表したが、Excel2007で動作しないとの指摘があって、今回、2010の2003互換モードで作り直したので2007でも問題なく動作するものと思います。
平成23年4月21日

　
Ⅰ．【File検索＋シート合成】V2.2の機能
　　【File検索＋シート合成】V2.2は次の３つの機能があります。
1 指定されたフォルダー以下のFileの検索
2 検索されたExcelFileの指定するページの1行毎のデータ収集

3 検索されたExcelFileの指定するページの全データの収集

Ⅱ．Fileの立ち上げ

使用するExcelのVersionにより画面イメージは異なります。
　Fileを立ち上げる際にマクロを含んだFileに対してセキュリティ警告が出される場合がありますが【マクロを有効にする（E）】で立ち上げます。【マクロを無効にする（D）】では動作いたしません。
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期間限定版では下記のメッセージが現れますが【OK】をクリックして下さい。
一旦、立ち上げたら2週間試用可能です。
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試用期間を過ぎて検索されたデータが必要な場合には【マクロ無効（D）】で立ち上げて下さい。データは別のFileにコピーするなど必要な処置をして下さい。

試用期間を過ぎて【マクロ有効（E）】で立ち上げますと自動的に本Fileを閉じて、収集済のデータは見れなくなります。
Ⅲ．Fileの検索
[image: image4.bmp]　　最初にFileの検索を行います。データの収集はこのページで検索されたFileに対して行われます。ここにFileのリストが表示されていない場合にはデータ収集がおこなわれません。
File検索のページは図の様に構成されています。
最初に【検索開始】ボタンを押します。
このFileのあるフォルダーが次の図の様に表示されます。
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ここで検索を開始するFolderを選択して【OK】を押します。
検索されたFileはA列にリンク付で表示されます。B列はFullPathでデータ結合処理はこのページに表示されたFileに対して行われます。データ結合収集処理を行わないFileは2行目のフィルターで非表示にするか、又は行を削除若しくは行を選択して右クリックして【表示しない（H）】をクリックして非表示にします。
Ⅲ．１行収集
　Fileリストに表示されたFileから指定する各1行のデータを収集する場合には、【データ1行結合】のページを選択します。

頁を選択すると下記の条件設定画面が現れます。
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ここでは、検索するFileのタイトル行と取得したいデータの取り込み行を指定します。【タイトル行】を数字で入力すると【データ取込行】にはタイトル行＋１の数字が表記されますが、適宜変更しても構いません。

又、特定のページのみに対して処理を行う場合や、指定のページを除外する場合には【指定のシートを除いて結合する】又は【指定のシートのみ結合する】を選択して下のテキストボックスにキーワードを入力します。

キーワードは一部のみでも構いません。キーワードを含むページに対して結合するか、又はキーワードを含むページを結合処理の対象外にします。
例えば、テキストボックスに【修正】と入力した場合には【・・修正・・】など該当する文字列の含まれるページを除外したり、処理対象にすることができます。
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上図はタイトル行が５行目で取り込むデータは6行目で尚且つ【修正】の文字が入ったシートは処理対象から外します。

条件の入力が終わったら、【OK】ボタンを押します。

処理を行わない場合には【キャンセル】ボタンを押します。
タイトル行は最初に開かれるFileの指定行がコピーされます。

【OK】ボタンを押すと次の確認メッセージが表示されます。
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データ収集を行う場合には【はい（Y）】をクリックします。
データの収集が終わると下記のメッセージが出ますので

【OK】をクリックします。
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検索結果は次の図の様になります。
図は２Fileを対象に検索した結果です。対象Fileは複数ページがある場合でも構いません。
結合結果です。
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下図はデータ一括結合で実行した例です。データ取込行で指定した行以下の最後の行までを一括して取り込みます。
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改版履歴
平成22年 6月　　　初版発行V1.0
平成22年12月　　　第二版V2.0　Excel 2010に対応
平成23年 1月 4日　Version変更に伴うバグ修正

平成23 年1月 6日　第三版V2.2 結合済シートに元のFile名及び

シート名追加 
平成23年 1月 7日  V2.3　結合済シートに元のFile名シート名の

記載選択可能に
平成23年4月21日　V2.4　CSV,TXT　Fileに対応
　　　　　　　　　　【File検索＋シート合成Ver2.4】問い合わせ先
　　　　　　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

コミュニケーションサービス株式会社

y_kd@mail.goo.ne.jp

090-6511-1564

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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